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要 旨   

アルコール中毒による二日酔いは、全身の不快感や仕事上の欠勤から、症状緩和を求める患

者の救急外来受診に至るまで、さまざまな悪影響を及ぼす可能性がある。本研究の目的は、

低用量（600～1800 mg）の N-Acetylcysteine（NAC）の二日酔い症状の緩和に関する効果を

対プラセボで評価することである。本試験は、呼気アルコール濃度（BrAC）が 0.1g/210Lと

なるようにビールを摂取した 49名のボランティアを対象とした無作為化二重盲検プラセボ対

照クロスオーバー試験である。参加者は 2回に分けて面談を行い、その際に NACまたはプラ

セボのカプセルを投与された。2 回目の面会では、反対側の治療が行われた。参加者の酩酊

と治療の翌朝、二日酔い症状の主観的変化を調べるために、Hangover Symptom Scale 

Questionnaireが実施された。データは、NAC使用時の参加者の二日酔い症状の重症度をプラ

セボと比較し、自己管理で分析された。二日酔いの総スコアの一般的な分布に有意差は認め

られなかった（P = 0.45）（NAC=10、プラセボ=13）。また、特定の二日酔い症状の一般的な

分布にも有意差は認められなかった。しかし、性別に基づく二日酔いの差の合計スコアの一

般的な分布では（P = 0.04）（女性 - 3.5; 男性 2）、特に吐き気（P = 0.05）および脱力

（P = 0.03）で有意差が見出された。一般的な二日酔いスケールスコアに差は見られなかっ

たが、本研究は、女性参加者が NAC使用後に二日酔い症状を改善するという、性別に特有の

感受性を示唆するものであった。 
  


